
カーボンニュートラルへの挑戦
製鉄プロセスカーボンニュートラルに向けたロードマップ

低CO2鋼材のお客様ニーズ拡大 脱炭素鋼材
ニーズ拡大
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高炉における
CO2削減

革新・超革新
技術

省エネ技術の追求、スクラップ活用拡大

AI高炉炉熱予測システム、AI操炉®の活用による効率最大化

高炉 CO2排出低減の当社独自ソリューション 活用拡大
商用化開始
普及に向けた更なる技術改良

➡更なる生産・販売拡大

複線
アプローチ

30～40%削減

開発・実証・実用化社会の変化 当社主体の活動政策・外部環境の変化

CO2排出量

社会的な技術革新

カーボンニュートラル
への挑戦

実証完了

CO2削減
+約20％を
実証済み

電炉による高級鋼製造 導入検討・開発・実証・導入

ゼロエミ電力の普及

Super COURSE50
水素還元製鉄

開発・実証・実用化

COURSE50、フェロコークス開発・実証・実用化 実用化・
商用化の加速

脱炭素化加速

CCUS/安価・大量なゼロエミ水素
技術の確立・商用化

https://www.kobelco.co.jp/releases/1207813_15541.html


❖ カーボンニュートラルに向けた取組みとして、主要国の多くが電動化目標を打ち出しており、自動車メーカーは電
動化への取組みを加速

❖ 自動車の軽量化は、従来のガソリンエンジン車の燃費向上だけでなく、ハイブリッド車の燃費向上にも重要な役割
を果たすとともに、電気自動車の航続距離延伸にも効果を発揮。当社グループは軽量化素材のニーズに対応するこ
とで、今後の電動化にも貢献

❖ 電動車に必要となる軸受鋼・特殊鋼・純鉄系軟磁性材料磁性鋼材などの線条製品、磁性鉄粉や燃料電池スタック用
チタンといった様々な製品で自動車メーカーのカーボンニュートラルへの取組みに貢献

カーボンニュートラルへの挑戦
自動車分野への取組み

当社製品

鋼材：高張力鋼板（超ハイテン）

アルミ：鍛造サスペンション

アルミ：押出加工品

アルミ：パネル材

当社グループの自動車電動化への貢献

鋼材：純鉄系軟磁性材料（線材）

鉄粉：磁性鉄粉

チタン：NCチタン

主な用途（対象部材）

ボデー骨格、バンパー、
ドアインパクトビーム

サスペンション

フード、ドア、ルーフ、フェンダー

電磁気部品（モーターなど）
冷間鍛造部品
（ギア、シャフト類など）

燃料電池スタック

期待される効果

軽量化による特性向上
（電動化による重量増緩和）
• ハイブリッド車の燃費改善
• 電気自動車の航続距離延伸
• 衝突安全性の向上
（制動距離増加の緩和） など

電動車の特性向上

燃料電池車の特性向上

鋼材：軸受鋼、特殊鋼線材

※ガソリンエンジン車＝ICEV、ハイブリッド車＝HEV、PHEV、電気自動車＝BEV、電動車＝HEV,PHEV,BEV,FCEV



カーボンニュートラルへの挑戦
エネルギー転換・成長市場への対応
❖ 機械事業：化石燃料分野への依存度が高いが、水素、アンモニア分野拡充
❖ エンジニアリング事業：環境貢献メニューを多数保有
❖ 機械事業とエンジニアリング事業の経営資源の相互活用、及び鉄鋼、電力、(株)神鋼環境ソリューション

（以下SKS）との連携により、グループ総合力の発揮と当社グループならではの価値創造

環境：市場拡大傾向
CO2削減の観点から
直接還元鉄ニーズの
拡大が期待される

産業分野：
中長期的に市場拡大傾向

化石燃料・原子力：
市場規模は大きいものの
環境規制により横ばいか
ら徐々に縮小
原子力は拡大時期不明

水素
ステーションヒートポンプ

ゴム混練機、
等方圧加圧装置、
汎用圧縮機等

MIDREX®
バイオガス
下水汚泥

廃棄物処理

水処理

非汎用圧縮機
（水素、アンモニア）

SKS環境メニュー

電力との連携に
よる事業拡大

鉄鋼との連携に
よる事業拡大

非汎用圧縮機メニューの化石燃料
→水素、アンモニア分野拡充

年3％程度

50％程度

市場占有率（相対シェア）低 高

高

低

市
場
成
長
率

→圧縮機事業：三浦工
業㈱との資本業務提携

HHOG
(水電解式高純度
水素発生装置）



カーボンニュートラルへの挑戦
MIDREX®によるCO2排出削減貢献ロードマップ
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MIDREX NG™
（天然ガスベース直接還元）

製鉄工程
CO₂低減

ソリューション

直接還元鉄世界シェア6割のMIDREX NG™（天然ガスベース直接還元）の生産量拡大

高炉向けHBI需要の高まり

低品位鉱石活用技術 開発・実証・商用化

開発・実証・商用化

電炉生産量拡大・還元鉄需要の高まり

世界における安価・大量な
ゼロエミ水素技術の確立・商用化

インフラの整った
国・地域から順次拡大

CO2関連規制の強化

高炉から電炉への転換➡直接還元鉄ニーズの更なる拡大
直接還元鉄製造に適した高品位鉄鉱石の不足

開発・実証
完了

ソリューション提供開始
更なる技術改良➡ ➡ソリューションの拡大

MIDREX H2™
（100%水素直接還元）

CO2削減貢献
45百万t以上/年

CO2削減貢献
1億t以上/年

CO2削減
約20％

開発・実証・実用化社会の変化 当社主体の活動社会的な技術革新 政策・外部環境の変化

CO2排出削減貢献度

高炉へのCO2削減ソリューション提供電炉事業拡大・鉄源不足への対応
❖ 各種製鉄プロセスへのMIDREX® を通じた CO2 削減ソリューション提供と収益拡大



カーボンニュートラルへの挑戦
電力事業 カーボンニュートラルに向けたロードマップ
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高効率化

アンモニア

蒸気活用による熱供給・水素供給など都市・地域全体の総合効率向上の取り組み

商用化に応じて順次適用

高効率GTCCによる低CO2発電を継続

安価・大量なゼロエミアンモニア
技術確立・商用化

脱炭素化
ガス活用

石炭火力高効率化
USC以上

カーボンニュートラル
への挑戦

石
炭
火
力

ガ
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力

CO2排出量

都市・地域バイオマス混焼 開発・実証 ➡ 実用化
適用バイオマスの拡大検討・利用促進

アンモニア混焼検討 アンモニア
混焼開始➡ 混焼率

拡大➡ 専焼への
挑戦➡

カーボンニュートラル
都市ガスの普及・商用化

カーボンニュートラル
都市ガス最大活用

2013 2020 2030 2050

CO2削減2030年目標 CO2削減2050年ビジョン

開発・実証・実用化社会の変化 当社主体の活動社会的な技術革新


